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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成27年4月16日(2015.4.16)

【公開番号】特開2013-181668(P2013-181668A)
【公開日】平成25年9月12日(2013.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2013-049
【出願番号】特願2012-43802(P2012-43802)
【国際特許分類】
   Ｆ２２Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｆ２２Ｄ   1/32     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/44     (2006.01)
   Ｆ０１Ｋ   7/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２２Ｄ   11/00     　　　Ｈ
   Ｆ２２Ｄ    1/32     　　　Ｚ
   Ｃ０２Ｆ    1/44     　　　Ｅ
   Ｆ０１Ｋ    7/44     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月25日(2015.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源からの熱によって蒸気を発生させるボイラと、
　該ボイラの蒸気により作動する蒸気タービンと、
　該蒸気タービンからの蒸気を復水する復水器と、
　該復水器で凝縮された復水を給水として前記ボイラ側に送給する給水系統と、
　該給水系統に介装され、前記蒸気タービンから再熱器に送給する蒸気の一部を抽気とし
て抜出し、これを用いて前記給水を加熱する給水ヒータと、
　該給水ヒータから排出されるヒータドレイン水を濾過して前記給水系統に送水して回収
する濾過装置とを有するタービン設備において、
　前記ヒータドレイン水はＣＷＴ（Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ
）適用のタービン設備の低圧ヒータドレイン水であり、
　該濾過装置は孔径２～４μｍのフィルタを有することを特徴とするタービン設備。
【請求項２】
　請求項１において、前記濾過装置は前記ヒータドレイン水の全量を濾過して前記給水系
統に送水することを特徴とするタービン設備。
【請求項３】
　請求項１又は２において、前記濾過装置のフィルタは、不織布の両面をスパンボンドシ
ートで挟んでエンボス加工により一体化した三層構造のフィルタであることを特徴とする
タービン設備。
【請求項４】
　熱源からの熱によってボイラの給水を蒸発・過熱し、
　発生する蒸気により蒸気タービンを作動させ、
　該蒸気タービンから排出される蒸気を復水器で凝縮して給水とし、
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　前記ボイラ側に前記給水を送給し、
　前記蒸気タービンから再熱器に送給する蒸気の一部を抜出した抽気を用いて給水ヒータ
において前記給水を加熱し、
　該給水ヒータにおいて前記抽気が冷却されて生成されるヒータドレイン水を濾過し、給
水系統に回収するタービン設備におけるヒータドレイン水の水処理方法において、
　前記ヒータドレイン水はＣＷＴ（Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ
）適用のタービン設備の低圧ヒータドレイン水であり、
　該ヒータドレイン水を孔径２～４μｍのフィルタで濾過することを特徴とするタービン
設備におけるヒータドレイン水の水処理方法。
【請求項５】
　請求項４において、前記ヒータドレイン水の全量を前記フィルタで濾過して前記給水系
統に回収することを特徴とするタービン設備におけるヒータドレイン水の水処理方法。
【請求項６】
　請求項４又は５において、前記フィルタは、不織布の両面をスパンボンドシートで挟ん
でエンボス加工により一体化した三層構造のフィルタであることを特徴とするタービン設
備におけるヒータドレイン水の水処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明のタービン設備は、熱源からの熱によって蒸気を発生させるボイラと、該ボイラ
の蒸気により作動する蒸気タービンと、該蒸気タービンからの蒸気を復水する復水器と、
該復水器で凝縮された復水を給水として前記ボイラ側に送給する給水系統と、該給水系統
に介装され、前記蒸気タービンから再熱器に送給する蒸気の一部を抽気として抜出し、こ
れを用いて前記給水を加熱する給水ヒータと、該給水ヒータから排出されるヒータドレイ
ン水を濾過して前記給水系統に送水して回収する濾過装置とを有するタービン設備におい
て、前記ヒータドレイン水はＣＷＴ（Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　Ｗａｔｅｒ　Ｔｒｅａｔｍｅｎ
ｔ）適用のタービン設備の低圧ヒータドレイン水であり、該濾過装置は孔径２～４μｍの
フィルタを有することを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明のタービン設備におけるヒータドレイン水の水処理方法は、熱源からの熱によっ
てボイラの給水を蒸発・過熱し、発生する蒸気により蒸気タービンを作動させ、該蒸気タ
ービンから排出される蒸気を復水器で凝縮して給水とし、前記ボイラ側に前記給水を送給
し、前記蒸気タービンから再熱器に送給する蒸気の一部を抜出した抽気を用いて給水ヒー
タにおいて前記給水を加熱し、該給水ヒータにおいて前記抽気が冷却されて生成されるヒ
ータドレイン水を濾過し、給水系統に回収するタービン設備におけるヒータドレイン水の
水処理方法において、前記ヒータドレイン水はＣＷＴ（Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　Ｗａｔｅｒ　
Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ）適用のタービン設備の低圧ヒータドレイン水であり、該ヒータドレ
イン水を孔径２～４μｍのフィルタで濾過することを特徴とするものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２１】
　本発明では、ヒータドレイン水の全量を濾過して給水系統に送水することが好ましい。
また、ドレイン水を濾過するフィルタは、不織布の両面をスパンボンドシートで挟んでエ
ンボス加工により一体化した三層構造のフィルタが好ましい。
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